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  受託事業場の自主保安体制を確立し、課せられた責務を忠実に履行することは自家用電気

工作物を設置する者の責務でありますが､実質的には事業場の保安管理業務を委託されてい

る私たち電気管理技術者の責務でも有ります。この度会員から御回答頂きましたアンケートを

もとに、令和4年度に実施した業務実態と、その成果をまとめましたので報告します。

今後の電気保安管理業務の更なる質的向上の参考となれば幸いです。

鳥取 島根 岡山 倉敷 福山 広島東 広島西 山口 全体

35 39 43 50 66 48 49 60 390

33 33 41 43 55 18 32 54 309

2 1 4 5 1 0 0 6 19

94% 85% 95% 86% 83% 38% 65% 90% 79%

参考

    （１） 改修・改善･更新・取替等の実績一覧表･・・Ｆｉｇ．１

    （２） 改修・改善･更新・取替等の実績グラフ････Ｆｉｇ．２

設備改修等の実施回数の上位は6項目で総件数2,933件の過半数以上になる1603件(54％)

を占めました。

1. 745件 (25%) #####

2. 245件 (8%) #####

3. 202件 (7%) #####

4. 162件 (6%) #####

5. 127件 (4%) #####

6. 122件 (4%) #####

件数は9.4件でした。 因みに昨年度は総件数は3,149件でしたが、提出者が343人でしたので平

　

　　電気設備の改善・改修実績ついて

４．考 察

電気室・キュービクルへの植物、つる草類の侵入防止、または伐採をした

ＰＡＳ・ＰＧＳを取替えた

小動物侵入防止対策を実施した

キュービクル他環境整備

トランスの改修（増設．減設．取替え）をした

高圧ケーブルを取替えた

設備改修等の実施件数はトータルで2,933件で提出者は309名でした。1人当たりの平均実施

均実施件数は9.2件で､令和4年度の実施件数が若干上回りました。受託している事業所の形態

で一概には言えませんが、毎年10件平均の改修､改善工事が実施されている実態を踏まえ、実

施件数が下回る方は、特に多い上記項目について足りないところがあれば行動に移し、参考に

して頂ければと考えます。　

また、私達の行動だけでは無く、ＰＡＳ・ＰＧＳの取替(246件)、高圧ケーブルの取替(202件)､

小動物侵入防止対策を実施（163件)､キュービクル他環境整備(127件)､トランスの改修（122件）

等、お客様に費用負担が掛かる案件にも積極的に声を出して改修を実施されています。参考に

して頂けたらと考えます。

３．アンケートの集計結果

１．はじめに

２．経 過

　　　(1)　  調査対象期間　　　　令和４年４月１日～令和５年３月３１日

　　　(2)    アンケート回収結果

支部名

会員数（人）

提出者（人）

電気事故事例（件）

アンケート回収率

昨年の提出者は343名(86%) 一昨年の提出者は346名(85%)

－２－



【 施設の改善、設備改修・改善・更新など 】

５．令和４年度 施設の改善、設備改修・改善・更新など実績一覧表　（Ｆｉｇ．１）
改 修 改 善 更 新 ・ 取 替 え 等 の 内 容   鳥取 島根 岡山 倉敷 福山 広島東 広島西 山口 計

1 　高圧ケーブルを取替えた 18 51 30 25 34 4 16 24 202
2 　ＰＡＳ・ＰＧＳを新規に設置した（直接引込みから設置へ） 12 3 3 4 4 2 0 11 39
3 　ＰＡＳ・ＰＧＳを取替えた 24 50 26 54 34 3 11 43 245
4 　ＵＧＳ・ＵＡＳを新規に設置した（PDS、MDSからの変更） 0 0 1 0 0 1 0 0 2
5 　ＵＧＳ・ＵＡＳを取替えた 0 0 0 0 0 0 1 0 1
6 　地絡・短絡防止対策を施した（DS・LBS相間絶縁バリヤを設置ほか） 1 1 2 1 1 0 2 4 12
7 　プライマリーカットアウトスイッチ（PCS)を取替えた 1 2 2 4 2 5 1 1 18
8 　パワーヒューズ（PS）改修（不良交換、更新、容量の適正化）した 4 8 3 2 3 6 1 9 36
9 　ＬＢＳを取替えた 3 19 23 17 14 7 9 26 118

10 　VCS・VMC等の負荷開閉器を取替えた 1 2 0 1 0 1 1 0 6
11 　遮断器を取替えた（ＯＣＢ、ＶＣＢ他） 2 7 9 7 5 4 6 7 47
12 　ＶＴ、ＣＴを取替えた、または撤去をした 4 5 3 3 4 2 3 2 26
13 　過電流継電器（ＯＣＲ）を取替えた 3 4 6 5 7 3 1 4 33
14 　地絡継電器（ＧＲ，ＤＧＲ他）を取替えた、またはＺＣＴの設置位置を変更した 1 15 9 15 8 5 7 4 64
15 　落雷防止の為アレスターを設置または取替えた 1 14 2 1 3 0 1 1 23
16 　ｸﾘｰﾄまたは母線の支持碍子、絶縁電線への改善をした（絶縁回復剤での改善は含ず） 1 15 2 0 3 5 5 4 35
17 　絶縁回復剤で高圧機器絶縁の維持・回復の対策を施した 7 46 4 1 23 31 0 5 117
18 　トランスの改修（増設．減設．取替え）をした 18 27 7 23 14 5 15 13 122
19 　絶縁油の交換、または酸化防止剤を入れた 3 3 1 3 0 0 0 0 10
20 　高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ・ﾘｱｸﾄﾙを取替えた、ＰＦの設置、高調波対策をした 5 10 5 12 27 5 3 23 90
21 　小動物侵入防止対策を実施した 24 31 15 32 9 15 13 23 162
22 　電気室、ｷｭｰﾋﾞｸﾙへの植物．つる草類の侵入防止、または伐採をした 59 174 66 140 69 41 51 145 745
23 　構内工事施工時の管理技術者への連絡義務化を徹底した、保安教育を改めて行った 48 11 1 5 4 10 6 36 121
24 　暴風雨・雪による電気設備への悪影響防止策を実施した 7 17 4 1 0 3 4 15 51
25 　漏電遮断器・漏電火災警報器を取替えた　 6 5 9 5 9 2 3 10 49
26 　漏電遮断器を新設した　 2 1 0 3 4 0 0 8 18
27 　ナイフスイッチ・ブレーカー等、及び電磁開閉器等を改修した 3 12 10 18 9 8 3 12 75
28 　低圧幹線・コンセント・低圧コンデンサ等の改修（過熱・緩み・絶縁不良等）をした 16 26 13 13 9 6 5 12 100
29 　CVケーブルの紫外線劣化対策、紫外線劣化による張替を実施した 4 0 0 7 0 2 1 0 14
30 　接地抵抗値の改善、接地線等の改修を実施した 5 17 17 9 4 3 7 6 68
31 　キュービクル・電気室のリニューアルを行った 4 20 5 6 6 4 5 16 66
32 　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ他環境整備（塗装・錆穴補修・排水改善・昇降階段等安全改善）をした 29 48 3 14 7 8 7 11 127
33 　自家発電装置を改修（整備・取替え・新設を含む。）した 7 19 2 6 5 7 6 16 68

34
［変圧器ブッシング締付、 構内柱腕金ピン碍子取替、.ZCT取替、 PCB分析、 PAS操作綱交換、 受電柱移設、 モー
ターリレー交換、 主開閉器ＭＣＣＢの取替、 屋外キュービクル外板塗装、低圧分電盤増設、 非常用発電機用蓄電
池取替、 太陽光発電設備ＰＣＳファン取替、 受電キュービクル更新、 太陽光パネル交換、 その他］

2 3 0 2 2 0 5 9 23

合　　　　　　　　　　　　　　　　　計 325 666 283 439 323 198 199 500 2,933

－
３

－



６．令和４年度 施設の改善、設備改修・改善・更新などの実績グラフ　（Ｆｉｇ．２　）　
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高圧ケーブルを取替えた

ＰＡＳ・ＰＧＳを新規に設置した（直接引込みから設置へ）

ＰＡＳ・ＰＧＳを取替えた

ＵＧＳ・ＵＡＳを新規に設置した（PDS、MDSからの変更）

ＵＧＳ・ＵＡＳを取替えた

地絡・短絡防止対策を施した（DS・LBS相間絶縁バリヤを設置ほか）

プライマリーカットアウトスイッチ（PCS)を取替えた

パワーヒューズ（PS）改修（不良交換、更新、容量の適正化）した

ＬＢＳを取替えた

VCS・VMC等の負荷開閉器を取替えた

遮断器を取替えた（ＯＣＢ、ＶＣＢ他）

ＶＴ、ＣＴを取替えた、または撤去をした

過電流継電器（ＯＣＲ）を取替えた

地絡継電器（ＧＲ，ＤＧＲ他）を取替えた、またはＺＣＴの設置位置を変更した

落雷防止の為アレスターを設置または取替えた

ｸﾘｰﾄまたは母線の支持碍子、絶縁電線への改善をした（絶縁回復剤での改善は含ず）

絶縁回復剤で高圧機器絶縁の維持・回復の対策を施した

トランスの改修（増設．減設．取替え）をした

絶縁油の交換、または酸化防止剤を入れた

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ・ﾘｱｸﾄﾙを取替えた、ＰＦの設置、高調波対策をした

小動物侵入防止対策を実施した

電気室、ｷｭｰﾋﾞｸﾙへの植物．つる草類の侵入防止、または伐採をした

構内工事施工時の管理技術者への連絡義務化を徹底した、保安教育を改めて行った

暴風雨・雪による電気設備への悪影響防止策を実施した

漏電遮断器・漏電火災警報器を取替えた

漏電遮断器を新設した

ナイフスイッチ・ブレーカー等、及び電磁開閉器等を改修した

低圧幹線・コンセント・低圧コンデンサ等の改修（過熱・緩み・絶縁不良等）をした

CVケーブルの紫外線劣化対策、紫外線劣化による張替を実施した

接地抵抗値の改善、接地線等の改修を実施した

キュービクル・電気室のリニューアルを行った

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ他環境整備（塗装・錆穴補修・排水改善・昇降階段等安全改善）をした

自家発電装置を改修（整備・取替え・新設を含む。）した

［変圧器ブッシング締付、 構内柱腕金ピン碍子取替、.ZCT取替、 PCB分析、 PAS操作綱交…

－
４

－



【報告を要しない電気事故】

事故発生原因は他物接触多く7件、続いて保守不備3件,自然現象3件、設備不完全3件、原因不明2件、

故意過失1件でした。　

今年度は他物接触が7件と一番多くなり内訳は、ヤモリが5件、ムカデが1件、蛇が１件でした。動物の

侵入接触による事故は事前に対策が打てる案件が多いと思います。　　

又高圧機器の経年劣化による事故も多く顧客と連携して早期の対策を行い、再発防止に務めましょう。

（１） 電気事故実績一覧表　　・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．　３

（２） 事故の区分　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．　４

（３） 事故分類　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．　５

（４） 事故発生原因内訳　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・Ｆｉｇ．　６
7 件  (37%）

3 件  (16%） 経年劣化等。

「設備不完全」 3 件  (16%） ｹｰﾌﾞﾙ水トリー

3 件  (16%） 台風、もらい事故

2 件  (11%） DGRの動作原因不明。

1 件  (5%） 他作業者の過失によるもの。

（５） Ｆｉｇ．　７
「ＰＡＳ・Ｇ動作｣ 9件、「ＯＣＲ・ＰＡＳのＳＯ動作」 7件、「不動作」 3件となっています。

（６） 事故発生機器別分類・・・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．　８
 事故が発生した機器は21件でした。

内訳として「ＬＢＳ」3件、「ケーブル及び端末」、「支持物」、「電力ヒューズ」、「VCB」　各2件、

「ＰＡＳ」、「中電VCT」、「断路器」、「高圧機器全般」各1件、その他4件

「低圧関係」の事故も2件ありました。

（７） 地絡事故発生機器内訳・・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．　９
  地絡による事故発生機器は10件でした。内訳として

4 件 40% 　

2 件 20%

1 件 10% 　

1 件 10%

1 件 10%
1 件 10%

（８） 地絡事故原因別内訳・・・・・・・・・・・・・・・ Ｆｉｇ．１０
4 件 40%

2 件 20%

2 件 20%

1 件 10%

1 件 10%

0 件 0%

0 件 0%

（９） 電圧による事故分類
17件

2 件

　 「高圧事故｣   ・・・・・

　 「低圧事故｣   ・・・・・

　「他物接触」

　「保守不備」

　「故意・過失」

　「設備不完全」

　「原因不明」

　「自然現象」

　「低圧関係」

　「LBS｣ 

　「断路器・ＶＴ・ＣＴ｣ 

　「高圧ケーブル・端末｣ 

　「架空線・支持物｣
　「低圧関係」

「故意・過失」

「原因不明」　　　　

　「高圧機器その他｣

「自然現象」

事故時の動作継電器　・・・・・・・・・・・・・・・

「他物接触」 ヤモリ、蛇などの接触事故。

「保守不備」　　　　

７．報告を要しない電気事故について

今回の報告件数は前年度より3件減少して19件でした。

 「構内遮断器等の作動｣　7件、　「再送電成功」　8件、　「その他」　2件、火災焼損　2件

 「地絡」　10件、　　「短絡｣　5件、　「焼損」 3件、　　「その他」　1件 　　合計19件。

昨年同様地絡、短絡事故が多く（15件発生）している。

－５－



８．令和4年度 報告を要しない電気事故実績一覧表　（Ｆｉｇ．３－１）

5 5 0 1 1 0 11 0 1 11 0 1 7 4 0 0 0 1 0 8 3 1 0 0 1 0 1 0 0 0 2 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 3 1 2 2 0 5 2

1

小　計

1111 小動物が電力ヒューズ充電部に接触し、ＰＡＳのSO動作した。1ＣＶ
ＰＦ
－Ｓ

1無 有

1 1

受電の区分開閉器とキュービクル内ＤＧＲが同時に動作していた、キュー
ビクル内調査すると床に頭が少し焦げているムカデがいた、高圧充電部
に接触し落下したと思われる、接触した場所は不明。

12 6 曇 1

11 1ＣＶＴ
ＶＣ
Ｂ

1無 有

1
集中豪雨により排水処理できなかった水が溢れて直下にある照明器具と
チャンネルレールへ取付をしている照明器具が浸水した。

11 5 晴 1

1 111ＣＶＴ
ＰＦ
－Ｓ

11 無 有

1 11

PASのDGR作動確認。検電後に高圧絶縁測定60MΩ。キュービクル・架
空電線の目視実施したが小動物の接触痕跡や雑木・笹の接触は無かっ
た。原因判らず中電に連絡後受電した。

10 8 雨

1 1ＣＶＴ
ＶＣ
Ｂ

1無 有

11
LBSにヤモリが接触したと思われた。LBSの真下に体調10cmのヤモリが
落ちていた。　ヤモリは黒コゲ無し。

9 2 晴 1

11 1ＣＶ
ＰＦ
－Ｓ

1無 有

屋外キュービクル内にヤモリが浸入しD.Sに接触し、地絡発生でPASで
DGRトリップ

11

8 10 晴 1

11 1ＣＶ
ＰＦ
－Ｓ

1無 有

中国電力同一バンク内のフィーダー停電に伴いもらい事故停電でGRが動
作停電発生した。

7 11 晴 1

1 111 1CVT
ＶＣ
Ｂ

1有 有6 11 雨 1

1
中国電力DGR動作して停電。当該発電所　SOG(方向性）が動作して、
PAS遮断。

1111 1CVT
ＶＣ
Ｂ

無 有

1
GR動作によりPAS遮断により全停電。キュービクル内点検すると感電した
と思われる蛇が床面でとぐろを巻いていた。

5 7 雲 1

111 1CVT
PF-
S

1無 有

111
台風14号の塩分を含んだ強風（風台風）で中国電力NW㈱VCT１次側が接
触短絡しPASがSO動作した。

4 10 晴 1

11CVT
ＶＣ
Ｂ

1

お客様から電気室内より焦げ臭い連絡あり。キュービクル内VCBが焼損し
ていた。周囲ケーブル表面少し焦げもあり。

3 9 雨 1 無 有

1111
ＶＣ
Ｂ

1 1有 CVT

ＰＡＳ腕金が塩害による腐食によりPAS本体が脱落した。その際PAS2次
側と配電線の縁回し部分が接触し相間短絡が発生した。

2 8 曇 無

11111 1CV
PF-
S

1無 有

原
因
不
明

1 6 曇 1

そ
の
他

設
備
不
完
全
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不
備
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然
現
象
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意
・
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失
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物
接
触

変
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器

高
圧
リ
ア
ク
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ル

高
圧
電
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機

高
圧
機
器
全
般
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係

Ｏ
Ｓ

保
護
継
電
器
Ｓ
Ｏ
Ｇ
含
む

電
力
ヒ

ュ
ー

ズ

高
圧
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｃ
Ｂ

Ｖ
Ｃ
Ｂ

Ｖ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ

Ｌ
Ｂ
Ｓ

そ
の
他

Ｖ
Ｃ
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｓ

避
雷
器

中
国
電
力
Ｖ
Ｃ
Ｔ

高
圧
ケ
ー

ブ
ル

高
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ

停 電
動作継電器等

 事　   故
分  　 類

事 故 発 生 機 器 事 故 原 因

発　生　状　況

状 態

Ｏ
Ｃ
Ｒ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
Ｓ
Ｏ
動
作

Ｇ
Ｒ

Ｄ
Ｇ
Ｒ

Ｐ
Ｆ
・
Ｐ
Ｃ
遮
断

不
動
作

不
必
要
動
作

地
絡

短
絡

焼
損

構
内
全
停
電

部
分
停
電

無
停
電

Ｐ
Ａ
Ｓ
・
Ｇ
動
作

ケ
ー

ブ
ル
端
末

高
圧
引
き
込
み
支
持
物

高
圧
架
空
線
・
支
持
物
・
碍
子

断
路
器

№ 月

天

候

事故区分

中
電
側
動
作
継
電
器
動
作

設      備

ＬＡ接地 受電所形態

再
送
電
成
功

構
内
遮
断
器
等
の
作
動

Ｐ
Ａ
Ｓ
と
共
用

連
接
接
地

引
込
ケ
ー

ブ
ル

主
遮
断
機

屋
外
開
放

屋
外
キ
ュ
|

ビ
ク
ル

感
電
事
故
不
入
院

火
災
・
焼
損

そ
の
他

Ｐ
Ａ
Ｓ
・
Ｕ
Ｇ
Ｓ
の
有
無

Ｌ
Ａ
の
有
無

Ｌ
Ａ
単
独
接
地

屋
内
開
放

屋
内
キ
ュ
|

ビ
ク
ル

－
６

－



８．令和4年度 報告を要しない電気事故実績一覧表　（Ｆｉｇ．３－２）

8 7 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 1 3 16 2 1 9 7 0 0 0 3 0 10 5 3 1 0 1 0 1 2 0 0 2 1 0 3 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 1 2 4 3 3 3 1 7 2合　計

1 1 1 GR動作してPASが開放した。高圧ケーブル不具合。

事業場より全停電連絡あり。PASのGRトリップを確認。検電後絶縁測定。
第2キュービクルの絶縁抵抗値がR相T相2000MΩ、S相8MΩのため、切り
離し受電。矢崎の高圧ケーブル2016年水トリーによる絶縁破壊。

19 11 雨 無 有 CVT
ＶＣ
Ｂ

1 1

事業所から連絡あり。動力が全停止、照明も一部しか点灯しない。電力会
社配電線接続部での1線断線欠相受電となっていた。

18 1 晴 有 有 ＣＶ
ＰＦ＾
Ｓ

111 1
ＰＦ-
Ｓ

1 1有 CVT

台風14号襲来時、SOGのSO動作でPASトリップ停電。　台風による雨水
がキュービクル下部、ドアより浸入でLBS絶縁抵抗値が0MΩとなり焼損

17 1 晴 1 無

1111
VC
B

1 1有 CVT

1，2階営業中、3階部工事中の貸しビル空調室内機焼損火災。室内機の
漏電実績あり。

16 9 雨 1 無

111 1

ヤモリがVCB端子に接触した。VCB端子が露出していた。

15 4 晴 無 有

1111CVT
ＶＣ
Ｂ

1 1有 有

1

キュービクル内から煙発生連絡を受け、現地に急行盤内LBSのPFR相・S
相破損ヤモリによる相間短絡と判明。PASのSOGを確認してSOトリップで
表示。PAS開放を確認した。

14 6 晴 1

1 111 1ＣＶ
ＰＦ-
Ｓ

1有 有

原
因
不
明

13 11 晴 1

そ
の
他

設
備
不
完
全

保
守
不
備

自
然
現
象

故
意
・
過
失

他
物
接
触

変
圧
器

高
圧
リ
ア
ク
ト
ル

高
圧
電
動
機

高
圧
機
器
全
般

低
圧
関
係

Ｏ
Ｓ

保
護
継
電
器
Ｓ
Ｏ
Ｇ
含
む

電
力
ヒ

ュ
ー

ズ

高
圧
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｃ
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Ｖ
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Ｖ
Ｔ
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Ｃ
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Ｌ
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そ
の
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Ｖ
Ｃ
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Ｐ
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避
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中
国
電
力
Ｖ
Ｃ
Ｔ

高
圧
ケ
ー

ブ
ル

高
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ

停 電
動作継電器等

 事　   故
 分  　 類

事 故 発 生 機 器 事 故 原 因

発　生　状　況

状 態

Ｏ
Ｃ
Ｒ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
Ｓ
Ｏ
動
作

Ｇ
Ｒ

Ｄ
Ｇ
Ｒ

Ｐ
Ｆ
・
Ｐ
Ｃ
遮
断

不
動
作

不
必
要
動
作

地
絡

短
絡

焼
損

構
内
全
停
電

部
分
停
電

無
停
電

Ｐ
Ａ
Ｓ
・
Ｇ
動
作

ケ
ー

ブ
ル
端
末

高
圧
引
き
込
み
支
持
物

高
圧
架
空
線
・
支
持
物
・
碍
子

断
路
器

№ 月

天

候

事故区分

中
電
側
動
作
継
電
器
動
作

設      備

ＬＡ接地 受電所形態

再
送
電
成
功

構
内
遮
断
器
等
の
作
動

Ｐ
Ａ
Ｓ
と
共
用

連
接
接
地

引
込
ケ
ー

ブ
ル

主
遮
断
機

屋
外
開
放

屋
外
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ュ
|
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ル

感
電
事
故
不
入
院

火
災
・
焼
損

そ
の
他

Ｐ
Ａ
Ｓ
・
Ｕ
Ｇ
Ｓ
の
有
無

Ｌ
Ａ
の
有
無

Ｌ
Ａ
単
独
接
地

屋
内
開
放

屋
内
キ
ュ
|

ビ
ク
ル

1

1 1 1 1

1 1 1 1 1

CVT
ＶＣ
Ｂ

1 1

－
７

－



９．令和４年度 報告を要しない電気事故実績グラフ
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Fig.８ 事故発生機器別分類 件数
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Fig.５ 事故分類 件数
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Fig.４ 事故の区分 件数
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Fig.６ 事故発生原因内訳
件数
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Fig.７ 動作継電器 件数
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低圧関係
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避雷器

高圧ケーブル端末

架空線・支持物

断路器・ＶＴ・CT

ＬＢＳ

変圧器
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高圧機器その他

Ｆｉｇ．９ 地絡事故発生機器内訳 件数

Ｆｉｇ．１０ 地絡事故原因別内訳
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